
藤幡正樹資料
ギャラリー2（ソフトピアジャパンセンタービル3F）

⑧《Light on the Net》（1996年）に関する資料
・筐体
・制作時のノート（1996年）
・ 慶應義塾大学：藤幡正樹、川嶋岳史、祐川良子、岩田正樹、久保祐也、財団法人
ソフトピアジャパン：石田亨、樋口亘「コンピュータネットワークにより始まる未来のメディア
空間に関する研究」（『ソフトピアジャパン共同研究報告書』vol.1、1997年3月）

・祐川良子「インターネットメディアにおける美術作品の試みと考察」（1997年）
⑨書籍『アートとコンピュータ  新しい美術の射程』（慶應義塾大学出版会、1999年）初出誌

シアター（ソフトピアジャパンセンタービル3F）

⑩テレビ番組『デザインギャラリー形と幻想』（NHK-BS2、1989年）
　「First Night 椅子へのまなざし」（1989年7月15日放送）
　「Second Night 眼玉は迷宮をめざす」（1989年7月16日放送）
　「Last Night 都市・未完の欲望」（1989年7月17日放送）
　上映時間：90分。各30分を連続で上映します。
　19日──────11:30〜13:00、13:20〜14:50、15:10〜16:30
　20、21日、24日─11:30〜13:00、13:20〜14:50
　22、23日────11:30〜13:00、13:20〜14:50、18:30〜20:00

ソフトピアジャパンセンタービル3F

藤幡正樹《Light on the Net》の資料展示に関する準備。左から藤幡正樹、伊村靖子、松井茂 10 11

再演、再制作、再展示
Replay, Reconstruction and Re-enactment of Exhibition in Contemporary Art

登壇者：
石谷 治寛（芸術史／京都市立芸術大学芸術資源研究センター研究員）
三輪 健仁（芸術学／東京国立近代美術館主任研究員）
赤羽 亨（メディア表現／IAMAS准教授）
モデレータ：伊村 靖子

テーマ

近年、現代芸術の再演、再制作、再展示が注目されています。その理由のひとつに、行為遂行的（パフォー
マティヴ）な価値や特定の技術環境を背景とする作品が生まれ、発表当初の意図を考慮した再現が困
難になるケースが増えてきたことが挙げられます。こうした関心は、メディア・アートの基礎研究と
無縁ではありません。作品のアイデンティティを問い直すための手法として展覧会や研究の事例を挙
げながら、作品の保存、記録、記述のあり方について議論します。

シンポジウム「再演・再制作・再展示」（2017年12月20日）の会場

Symposium: December 20, 2017




